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【図１】 あなたはお子様と、お子様の将来の夢について話をすることはありますか？（単数回答）

１．子どもとの夢の共有Q

Vol.115「子どもの将来の夢」

小中高校生の子どもを持つ親が、自分の子どもと将来の夢について話をする機会は、「ある」（７６．５％）、「ない」（２３．５％）という
結果となり、子どもの将来の夢について話をしている親子は多いようです。

将来に夢や目標を持つことは、子どもの”生きる力“を育み
ます。では、親は子どもの将来についてどのような考えを
持っているのでしょうか？今回は、小学・中学・高校生のい
ずれかの子どもを持つ親を対象に、子どもとの夢の共有や
将来どのような大人に育ってほしいと思っているのか調査
しました。

調査対象：全国の小中高校生のいずれかの
子どもを持つ親１,８００人

調査方法：インターネットリサーチ
実施時期：２０１５年５月

調  査  概  要
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※グラフの数字は、小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100％にならない場合があります

持っている 持っていない 分からない
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２．子どもの夢の有無Q
子どもの将来の夢の有無について、小中高校生の子どもを持つ親の全体の回答は「持っている」（５３．１％）、「持っていない」（１３．６％）、
「わからない」（３３．４％）という結果になりました。学校別では、小学生は「持っている」（５７．２％）、中学生は「持っている」
（５０．０％）、高校生は「持っている」（５２．０％）となり、中学生は小学生・高校生に比べて将来に夢を持っている子どもが少なくなり、
中学生の子どもは将来に夢を「持っていない」（１８．０％）という回答が２割近くなりました。性別でみると、男子は将来に夢を「持
っている」（４７．１％）という回答が半数を下回り、女子は将来に夢を「持っている」（５９．０％）という回答が多くなります。

【図２】 あなたのお子様は、将来に夢を持っていますか？（単数回答）
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【図３】 将来、お子様にはどのような大人に育ってほしいと思いますか？（複数回答）

自分の子どもにどのような大人に育ってほしいかという質問に対しては、小中高校生の子どもを持つ親の全体では「思いやりの心を
持った優しい人」（７９．９％）が最も多く、次に全体では「コミュニケーション能力の高い人」（５９．９％）という回答が多くなりまし
た。学校別では、子どもが高校生の場合、「社会に貢献できる人」（４６．０％）、「仕事や職場キャリアで活躍する人」（３１．２％）といった
社会や職業で貢献・活躍できる大人になってほしいという回答が小学生・中学生に比べて多くなります。

３．子どもの将来意向Q
カンコーホームルーム
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カンコーホームルームは、学生を取り巻く環境や子どもたちの意識・ライフスタイルについて、
多角的に調査・分析し、その結果をお届けしています。
ホームページでは、今回ご紹介した調査データ以外にも様々な情報を掲載しております。

http://kanko-gakuseifuku.co.jp

 カンコーホームルーム ～学生を読み解くデータ集～

検索カンコーホームルーム

毎月最終
曜日

更新

進路選択に必要なことは、まず自分自身の将来の夢を見つけて、その夢を実現するために目標を定めることです。このこ
とからも、小学校・中学校の総合学習や高校の進路指導カリキュラムなどで、『自分の将来の夢』について考えるキャリア
教育が広がっています。
今回の調査では、小中高校生の子どもを持つ親が自分の子どもと将来の夢についての話をする機会は、「ある」（７６．５％）、
「ない」（２３．５％）という結果となり、将来の夢について共有している親子が多いという結果となりました。しかし、子ど
もの将来の夢の有無については、小中高校生の子どもを持つ親の全体では将来に夢を「持っている」（５３．１％）という
回答は約半数に止まりました。将来の夢の有無について、学校別にみると、小学生は「持っている」（５７．２％）、中学生
は「持っている」（５０．０％）、高校生は「持っている」（５２．０％）となり、中学生は小学生・高校生に比べて将来に夢を
持っている子どもが少なくなり、さらに、性別でみると、男子は将来に夢を「持っている」（４７．１％）という回答が半数を
下回り、『自分の将来の夢』を持てない状態であるようです。子どもの将来意向については、自分の子どもにどのような大
人に育ってほしいか尋ねたところ、全体では「思いやりの心を持った優しい人」（７９．９％）が最も多く、次に全体では「コ
ミュニケーション能力の高い人」（５９．９％）が多くなり、社会性や他者へのいたわりのなどの豊かな心を持って他者と協働
できる大人に育ってほしいという回答が多くなりました。高校生については、「社会に貢献できる人」（４６．０％）、「仕事
や職場キャリアで活躍する人」（３１．２％）といった回答が小学生・中学生に比べて増え、高校生になると社会や進路選
択や職業への意識が高まるようです。
先の見えない時代、将来への明るいビジョンが持てない子どもが増えていますが、人は夢や目標を持つことで、その実現に
向けて主体的かつ積極的に行動することができるようになります。子どもが将来に対して夢を持ち、その夢に向かって
一人一人が挑戦することができる機会づくりが求められています。

まとめ


